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今年から私は小うるさい坊さんになる宣言をしています。今までのいつもニコニコ優しい笑顔のチコーさんから脱皮。アカン事は注意し、オブラートに包んだ話は致しません。ストレートに物事を伝えていきます。嫌われるも良し。

ロータスルート　 　　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を育てよう！！ロータスルート　 　　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を育てよう！！

お
、
に
う
よ
の
事
記
記
上

　

ま
り
な
く
す
や
い
使
に
利
便

々
方
な
ん
色
は
後
今
。
た
し

。
す
ま
い
思
く
し

寺
お
、
は
で
こ
こ
に
特
。
す

し
明
説
て
い
つ
に
り
入
出
の

い
、
は
で
ま
前
事
工
。
す
ま

た
い
て
れ
壊
が
処
な
ん
ろ

の
寺
お
に
由
自
も
で
ら
か
処

付
が
扉
や
柵
に
口
り
入
出
の
て
全
て
し
成
完
は
今
し
か
し

　

山
ず
必
、
は
に
の
る
れ
ら
来
に
階
２
の
寺
お
。
す
ま
い
て
い

。
す
で
じ
同
も
り
帰
。
い

し
か
し

　

足
の
ご
不
自
由
な
方
や
車
椅
子
の
方
は
別
で
す
。
公レ

エ
、
と
く
頂
で
ん
進
へ
奥
ら
か
こ
そ
。
す
ま
り
あ
て
け
開

帰
。
す
ま
き
で
用
利
で
し
無
差
段
も
で
方
い
悪
の
足
で
み
の

。
す
ま
き
開
で
動
自
は
ら
か
部
内
、
が
扉
動
自
の
階
１
、
は
り

や
扉
る
け
抜
へ
場
車
駐
、
は
の
い
し
欲
て
し
意
注
で
こ
こ

　

さ
下
で
い
な
出
へ
外
て
し
除
解
に
手
勝
を
錠
し
落
ス
ン
ラ
フ

は
ろ
こ
と
た
い
て
い
開
も
口
り
入
出
や
扉
の
他
の
そ
堂
骨
納

、
は
本
基
。
い
さ
下
え
考
お
、
と
だ
の
る
あ
が
由
理
の
り
な

。
す
で
と
こ
す
戻
に
態
状
の
前
う
使

を
底
徹
の
事
諸
、
き
だ
た
い
え
伝
お
も
に
方
の
人
知
戚
親

　

。
す
ま
し
い
願
お

坂
持
難
経
此
る
光
ラ
キ
ラ
キ ホットなNo. 空にとけていく

れんこ
ん

日　記
2015年４月24日（金）

ラジオの収録を経験しました。長田にある「FMわぃ
わぃ」という地方ローカル局です。「一行詩のひろば」という番組
で、高校生が書いたホンネで伝える言葉を紹介しながら意見を交わ
します。司会は、サンテレビ・アナウンサーで市会議員もされてい
た林英夫さん。アシスタントは高見かおりさんです。林さんは、神
戸の方なら「あー見たことあるわ～」というお方。震災をキッカケ
に誕生した放送局で、皆がボランティアで支えています。一番驚い
たのは、ミキサーが高校生
だったこと。しかしナカナ
カ堂に入って格好よかった
です。時間が秒単位です。
「余計なことはしゃべるま
い」と自分なりのシナリオ
を作りましたが、やはり難
しいですね。(77.8MHZ)

使い勝手は　メジャー級

～貴方の考えでお寺も変わる～

ぶっちゃけたお寺の
無限なる可能性

住 職　新間　智孝

　

は
ら
か
れ
こ

　

、
も
に
方
の
般
一

開
ン
ド
ン
ド
は
寺
お

趣
。
す
ま
き
い
て
し
放

に
等
会
強
勉
や
議
会
、
ど

。
す
ま
き
で
用
利
く
広
も
　

方
の
員
会
持
護
が
者
任
責

。
す
ま
り
あ
も
度
制
引
割
ら
な

下
介
紹
ご
も
に
方
い
合
り
知
お

。
い
さ

照
参
頁
４
は
く
し
詳
（

）

　

に
話
法
上
誌
の
頁
次

も

ち
た
私
「

を
」
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
ら
わ
変
は

う
そ

、

て
し
化
変
も
寺
お
も
身
自
私

。
す
で
の
く
い

。
た
し
ま
い
整
は
場
道
の
そ

　

い
て
し
か
活
う
ど
を
寺
お
の
こ

　

イ
ア
の
ん
さ
皆
は
れ
そ
？
か
の
く

。
す
で
第
次
ア
デ

。
す
ま
い
て
け
抜
り
ぐ

日
祖
開
、
は
ん
さ
神
母
子
鬼

　

住
代
歴
、
で
ノ
モ
の
眼
開
の
人
聖
亀

で
仏
持
の
時
行
入
堂
行
荒
大
の
職

。
す

く
狭
は
割
役
の
寺
お
、
そ
こ
で
今

　

・
化
文、
場
の
仰
信
の
々
人
ば
え
い
と

や
場
び
遊
の
供
子
、
地
信
発
の
術
芸

場
交
社
の
々
人
、
ど
な
事
こ
い
け
お

で
の
な
人
法
益
公
は
寺
お
。
た
し
ま

に
域
地
や
会
社
、
は
事
う
い
と
。
す

ま
い
て
れ
ら
せ
課
を
務
義
る
け
続
し

。
す

ど
つ
の
題
唱
や
会
行
信
の
で
ま
今

　

水
、
ず
ら
な
み
の
験
体
行
修
寒
、
い

も
ト
ン
ベ
イ
た
し
か
活
を
徴
特
の
来

を
シ
ラ
チ
回
今
、
た
ま
。
す
ま
来
出

型
験
体
、
に
う
よ
す
ま
い
て
し
封
同

ノ
モ
る
な
」
ん
こ
ん
れ
「
屋
子
寺
の

。
す
ま
め
始
く
し
新
を

・
市
物
果
菜
野
、
展
産
物
、
く
な
で
け陶

ま
き
い
て
れ
入
に
野
視
も
的
目
売ど

う
で
し

場
所
も
お
寺
を
使
わ
な
く
て
イ体

ロ
ド
ロ
ド
り
掘
ん
こ
ん
れ
「。
イ

。
す
ま
い
思
と
い
た

ん
こ
「、
て
し
先
率
ら
か
ん
さ
皆

　

下
出
し
申
お
と
」
い
た
り
や
が
事
な

と
こ
の
り
限
る
き
で
は
寺
お
。
い
さ

。
す
ま
い
思
と
い
た
し
力
協
に

　

近
最

、

た
し
ま
き
て
し
出
進
に
ム
イ
タ

派
宗
各
？
か
す
ま
り
あ
と
こ
た
見
を

問
笑
爆
、
て
し
会
に
堂
一
が
侶
僧
の

修
、
式
葬
や
墓
お
に
緒
一
と
ん
さ
題

事
る
わ
つ
ま
に
寺
お
な
ん
色
ど
な
行

げ
下
り
掘
を
題
問
、
り
た
し
介
紹
を

。
す
で
組
番
る
す
り
た
し
論
議
て

侶
僧
の
宗
蓮
日
ず
れ
洩
に
分
多
御

　

世
同
と
私
。
す
ま
り
お
て
し
演
出
も

接
直
、
で
の
い
多
が
ち
た
人
の
代

れ
ま
生
く
し
新
、
は
に
月
三
た
ま

　

く
メ
キ
ト
を
今
、
る
知
ぞ
人
る
知
は

を
会
強
勉
の
て
い
招
を
師
圭
紹
本
松

」
塾
職
住
の
来
未
「。
た
し
ま
し
催
開

寺
願
本
宗
真
土
浄
る
い
て
し
催
主
を

。
す
で
侶
僧
手
若
の
派

々
日
、
は
境
環
く
巻
り
取
を
寺
お

　

葬
は
今
昨
。
す
ま
い
て
き
て
し
化
変

、
け
だ
族
家
も
事
法
、
い
な
し
も
式

の
こ
。
す
で
代
時
の
れ
離
寺
れ
離
墓

ま
今
に
ず
ら
わ
変
も
何
が
寺
お
、
先

の
け
だ
す
返
り
繰
々
日
を
と
こ
の
で

し
退
衰
、
ば
ら
な
た
い
て
し
を
営
運

。
す
ま
い
て
え
見
に
目
は
の
く
い
て

。
す

歴
の
久
悠
ら
か
代
時
の
様
迦
釈
お

　

式
古
、
は
に
寺
お
だ
い
継
け
受
を
史

い
て
れ
さ
残
が
式
儀
統
伝
の
り
か
ゆ

の
こ
、
は
山
当

　中
な
ん
そ
。
す
ま

0
3
1
で
横
の
園
公
角
三
の
地
開
新

て
し
を
仕
給
お
が
職
住
代
歴
、
間
年

、
は
人
聖
蓮
日
の
真
写
。
た
し
ま
き

年
〇
〇
四
く
古
も
り
よ
史
歴
の
寺
お

な
重
度
。
像
御
の
前
も
上
以

く
も
害
災
や
火
戦
る

　こちら足のお悪い方用
↑コスモス街道

こちら表参道
　　　　↓

Th
e T

em
ple of SHINKAICH

I

生死
一大
事の

唱え
奉る
処を

血脈
とは
云うな

り
南無
妙法
蓮華
経と まだ見ぬ秘宝が待つ寺へ

　
　
　
　
　
　
七
月
二
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
用
丑

　
　
　
　
　
　
衆
怨
を
摧
破
し

　
　
　
　
　
　
病
災
を
消
除
す

身体に平和
、

　輕秘
壽

常
願
常
瞻
仰

無
垢
清
浄
光

　
下
種
の
心
田
妙
因
を

増
長
す

　
三
大
秘
法
、

道
俗
共
に
潤
わ
ん

慈
眼
視
衆
生

　
福
聚
海
無
量
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華→

華→

華→

こちらは

　　豆で
はなく

田
土
変
三
の
院
華
法
妙

  

話
法
会
山
開

  

講
初
会
行
信

要
法
恩
報
会
山
開

日蓮宗新聞３月１日号の法務ページのコーナーで、神戸寺院会で団参に行った妙國寺貫首サンの「仏様のお告げ」にまつわるエピソードを掲載させて頂いた。すると先日、当山の改修したばかりの新事務所にヤモリが現れた。摩訶不思議。

寝苦しい初夜
れんこ

ん

日　記
2015年２月26日（木）

少しずつ少しずつ、荷物を運び出し
ては移動させる。引っ越し屋に頼ら

ず、全て自らの手で行った。頼みの子供達も、
長男・次男は不在だし、三男は受験生とあって
頼れない。得に狭いヘアピンカーブの階段がキ
ツかった。ようやく転居が出来て、荷物に埋も
れながら新居で寝たのが昨夜。予想はしていた
が、愛犬の様子が落ちつかない。夜中の１時を
過ぎても２時を廻っても、ワンワン吠えたり、
キュンキュンと鳴く。結局、根負けして犬と一
緒に朝まで、ハアハアと興奮しながら過ごした
初夜だった。なの
に今ヤツは、スヤ
スヤ寝てやがる。
今晩はどうなる事
やら…。(-_-)

）
火
（
日
三
月
二

二
十
月
四

日

）
日
（

祭
星
分
節

みんな
、福を

ぎょ～
さん

持って
帰って

よ～みんな
、福を

ぎょ～
さん

持って
帰って

よ～

　

何
に
分
自
、
に
の
る
じ
感
を
せ
幸
は
ち
た
私

　

で
ち
が
し
目
注
に
？
か
る
い
て
れ
ら
え
与
が

か
し
。
ど
な
誉
名
・
位
地
・
金
お
・
柄
家
。
す

と
境
環
た
れ
ら
え
与
に
分
自
の
今
、
は
ギ
カ
し

・
故
事
・
害
災
。
す
で
の
な
…
か
う
合
き
向
う
ど

因
原
な
幸
不
の
分
自
の
今
、
は
ち
た
私
…
待
虐

そ
し
か
し
。
す
で
ち
が
え
考
と
る
あ
に
去
過
は

う
今
、
ど
け
だ
ん
る
来
出
ば
れ
や
は
当
本
は
分

か
る
あ
が
由
理
な
ん
こ
、
は
の
い
な
か
い
く
ま

か
だ
け
だ
る
い
て
し
を
訳
い
言
う
い
と
…
だ
ら

無
と
う
よ
せ
見
く
高
を
値
価
の
分
自
。
す
で
ら

。
す
で
の
る
い
て
し
び
伸
背
に
識
意

と
い
な
ら
わ
変
は
格
性
の
分
自
、
ば
え
と
た

　

因
要
的
外
の
ど
な
境
環
庭
家
、
化
文
、
籍
国
や

。
す
で
の
る
き
で
が
事
る
わ
変
は
ん
さ

歩
一
は
れ
そ
。
い
な
し
と
う
ろ
わ
変
し
か
し

　

事
仕
が
方
貴
、
今
し
も
。
す
で
ら
か
る
す
要
をに

不
満

イ
ば
れ
め
や
を
社
会
、
ら
な
る
あ
が

イ
。

イ
ば
れ
す
婚
離
ば
れ
あ
が
満
不
に
庭
家

と
ま
き
つ
が
ク
ス
リ
は
に
れ
そ
、
し
だ
た
。
イ

然
当
、
る
な
く
悪
が
し
通
見
の
来
将
。
す
ま
い

今
、
と
る
す
か
し
も
「。
る
く
て
き
起
も
安
不

、
局
結
て
け
負
に
安
不
の
そ
て
し
そ」
安
不
う
い

く
な
と
何
。
う
ま
し
て
し
断
判
と
だ
楽
が
方

。
す
で
ん
く
行
て
れ
さ
流
ま
ま
の

上
向
々
日
て
し
に
ネ
バ
を
感
等
劣
は
ち
た
私

　

力
努
は
況
状
、
は
人
の
く
多
し
か
し
。
す
ま
しう

ち
か
ら
、「
ど
う

分
自
せ

な
ん
て
」

頑
せ
う
ど
「

張

た

私
「。
う
ま
し
て
め
ら
き
あ
と」
駄
無
て

な
し
力
努
り
よ
人
、
そ
こ
ら
か
い
低
が
歴
学
は

学
「。
感
等
劣
が
の
る
え
考
と
」
い
な
け
い
と
い

る
え
考
と
」
だ
メ
ダ
せ
う
ど
、
ら
か
い
低
か
歴

、
ら
か
た
け
受
を
待
虐
「」
る
す
力
努
り
よ
人、
ら

新
、
ら
か
た
れ
潰
が
社
会
「」
く
し
優
り
よ
人

味
趣
や
び
遊
い
し
楽
の
今
、
は
の
る
い
て
え
考

ら
か
い
な
く
た
し
力
努
で
ま
て
し
潰
を
間
時
の

の
る
い
て
し
を
け
づ
由
理
う
い
と
」
だ
メ
ダ
「

。
す
で

前
ら
す
た
ひ
を
道
の
ら
平
じ
同
、
は
ち
た
私

　

や
人
む
進
を
ろ
後
の
そ
。
す
で
の
な
人
む
進
に

や
離
距
の
そ
。
す
ま
い
も
人
る
い
で
ん
進
を
横

、
そ

ま
り
あ
が
い
違
れ
ぞ
れ

。

い
違
の
そ

を
平
「

と
」
等
対
「、
ら
な
の
い
な
れ
ら
え
考
と
」
等

と
人
他
て
し
決
。
す
で
の
い
し
ほ
て
み
て
え
考

さ
下
で
い
な
け
つ
を
劣
優
や
悪
善
、
に
い
違
の

た
。
る
す
重
尊
を
権
人
て
し
と
間
人
じ
同
。
い

は
生
人
。
す
で
じ
同
も
で
子
が
我
が
れ
そ
え
と

気
を
り
周
も
と
こ
る
返
り
振
。
い
無
は
で
争
競

ど
、
は
で
れ
そ
。
ん
せ
ま
り
あ
も
要
必
る
す
に

の
い
な
来
出
が
と
こ
る
じ
感
を
せ
幸
も
し
も

　

で
い
な
は
ケ
ワ
い
良
で
ま
ま
の
こ
、
ら
た
し
で

せ
ま
り
な
ば
ね
か
い
て
え
変
を
状
現
。
ね
よ
す

し
と
う
ろ
わ
変
カ
ナ
カ
ナ
、
は
人
し
か
し
。
ん

回
今
、
が
話
お
う
い
と
う
そ
出
み
踏
に
前
歩
一

、
人
能
芸、
長
社、
人
た
れ
ま
生
に
家
な
福
裕。
か

も
て
れ
憧
に
ち
た
人
な
ん
そ
し
か
し
？
下
陛
皇

。
ん
せ
ま
来
出
は
事
る
わ
代
は
ち
た
私
、
詮
所

。
す
で
分
自
は
分
自
で
人
は
人

で
の
い
な
れ
な
に
せ
幸
は
ち
た
私
は
で
れ
そ

　

？
か
す
で
せ
幸
、
今
ん
さ
皆

慢
上
増
の
慢
自
幸
不

す
指
目
を
分
自
の
想
理

？
つ
い
は
の
る
わ
変

 

福

→ 福→ 豆
豆

→

→

豆や福が
飛んでい

るが

　　　豆
大福は飛

んでませ
ん

白い水着は透けやすいのです。お供は海のもの・山のもの・くだもの来山乞う！修法は直接受けてナンボの世界昭和28年のサイセン箱が、やたらに渋い！今年のぜんざいは、ほど良い甘さで大成功！福豆を拾うエキストラ参詣者

ま
し
設
移
に
横
堂
本
を
場
行
水
、
ら
か
分
節
の
年
今

　

納
加
の
師
法
修
る
い
て
い
頂
い
伝
手
お
も
つ
い
。
た
し

り
被
を
水
に
緒
一
「
も
人
上
寛
泰
添
川
と
人
上
馴
教

、
は
祷
祈
持
加
の
で
体
身
た
れ
ら
め
清
。
た
し
ま
し
致

。
た
し
ま
い
ざ
ご
が
益
利
御
か
ほ
の
と
こ

。
す
ま
い
座
御
に
念
残
ぞ
さ
、
は
方
た
れ
さ
席
欠

　

経
華
法
山
中
、
地
聖
の
堂
行
荒
大
、
は
寺
お
の
チ
ウ

　

、
は
に
中
の
徒
信
檀
、
に
の
な
れ
そ
。
す
で
院
別
の
寺

、
が
方
い
無
の
と
こ
た
れ
ら
け
受
を
祷
祈
持
加
も
度
一

。
す
で
の
る
す
増
倍
光
威
御
そ
こ
て
れ
ら

。
せ
ま
い
さ
下
で
い
お
接
直
、
く
無
は
で
」
い

。
す
ま
げ
上
し
申
ち
待
お
り
よ
心
山
来
御

　

で
温
気
な
ん
こ

で
温
気
な
ん
こ

者
納
志
設
建

年
四
一
〇
二

 

　
　
　
　

 

　 

年
五
一
〇
二

 

三
月

　實

　
　澤
枝

  

〇
三

、

円
〇
〇
〇

　實
正

　貫
大

  

〇
三

、

円
〇
〇
〇

　雄
政

　野
門

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　子
佳

　藤
佐

  

二
〇
、

円
〇
〇
〇

　孝
智

　間
新

  

〇
八

、

円
〇
〇
〇

　
　子
恭

　川
助

  

九
、

円
〇
〇
〇

澄
観

　川
深

　
　
　
　
　

  

〇
〇
一

、

円
〇
〇
〇

　二
穰

　山
松

  　

五
、

円
〇
〇
〇

　子
紅
喜
瀬
村

  

二
一

、

円
〇
〇
〇

枝
延

　
　森

　
　
　
　
　

  

〇
〇
一

、

円
〇
〇
〇

ト
サ

　木
八

     

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　治
敏

　福
安

  

〇
三

、

円
〇
〇
〇

和

　田
吉

夫（
ぺ
）

　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　雄
幸

　手
横

　
　
　
　
　

  

〇
〇
六

、

円
〇
〇
〇

　子
美
優
田
脇

  　

五
、

円
〇
〇
〇

り
よ
計
会
本

　
　
　
　
　

  

〇
〇
四

、

円
〇
〇
〇

計
合
　

    

一
、

一
五
四

、

円
〇
〇
〇

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計12～3月 2014年12月１日～2015年３月31日

志納金
　志納金寄付
　本会計より
利　息
信行志納金

寺債金より
収益事業より
寒行より
護持会より

収入小計
11月から繰越金
合　　計

寿量Ｃ
題目Ｃ

1,451,000
1,051,000
400,000
6,526
4,000
1,000

10,000,000
7,000,000
367,675
1,500,000

20,330,201
64,175,017
84,505,218

借入金返済
振込手数料
支 払 利 息

マツヤ装飾
ミノル工芸
セカンドオフィス

神戸市建物検査料

支出小計
新年度への繰越金
合　　計

3,332,000
864

450,259

733,352
73,440

1,080,000

27,000

5,696,915
78,808,303
84,505,218

現金  …………………… 1,000円
普通預金 ………… 78,807,303円
郵便振込金  ………………… 0円
合計  ……………… 78,808,303円

翌月繰越金内訳

寺債金会計12～３月
2014年12月1日～2015年３月31日

収　　　入（円）
志納金より
寺債金
受取利息

収入小計
11月からの繰越金

合　　計

0
0

2,099
2,099

20,007,881
20,009,980

志納金へ
返還金

支出小計
新年度への繰越金
合　　計

10,000,000
500,000

10,500,000
9,509,980
20,009,980

支　　　出（円）

※第２期集計…… 61名で4,150万

祝
御
・
前
宝
御

月
二
十

　代
君

　池
小

  

〇
二

、

円
〇
〇
〇

　子
壽
萬
中
田

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　文
秀

　丸
三

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

隆
観
橋
倉

　寺
興
妙

　
　
　
　
　
　

  

〇
三

、

円
〇
〇
〇

月
一

實

　
　澤
枝

  

〇
一

　

、

円
〇
〇
〇

　夫
一

　橋
大

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　子
デ
ヒ
橋
大

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　子
純

　松
大

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　子
澄

　貞
奥

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　美
秀

　田
鎌

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　郎
義

　閑
空

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　幸
秀

　藤
後

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　子
美
芙
中
田

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　枝
良

　中
田

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　子
喜
美
尾
中

  

〇
二

、

円
〇
〇
〇

　子
美
登
本
藤

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

ラ
ヒ
ク
ト
房
工
集
編

　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　枝
紀

　木
三

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　子
さ
ま
田
山

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

和
妙

　林

　庵
げ
ち
い

　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

柱
敏
李

　寺
将
本

　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

倖
潮
橋
三

　盛
隆
鍋
高

　
　
　
　
　
　

  

〇
三

、

円
〇
〇
〇

月
二

　子
順
保
久
大

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇禎

善
添
川

　院
別
寺
国
安

　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

月
三

　夫
幸

　田
相

  

〇
三

、

円
〇
〇
〇

　榮

　
　山
秋

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　子
美
由
野
上

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　エ
ル
ハ
山
片

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　一
剛

　本
岸

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　子
道

　原
楠

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　幸
秀

　藤
後

  

二
一

、

円
〇
〇
〇

　子
敏

　子
砂

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　苗
早

　本
山

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

　
　
　
　
　
　

  

〇
三

、

円
〇
〇
〇

会
師
教
布
部
東
庫
兵

　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

長 

遠 

英
博
田
池

　寺
　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

護 

国 

雄
久
口
川

　寺
　
　
　
　
　
　

  

〇
二

、

円
〇
〇
〇

岩 

滝 

昶
光
藤
佐

　寺
　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

彦
孝
水
清

　内
寺
守
行

　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

本 

松 

修
孝

　釈

　寺
　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

教 

福 

照
康
木
鈴

　寺
　
　
　
　
　
　

  

〇
三

、

円
〇
〇
〇

照
隆
木
鈴

　社
結
親
妙

　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

妙 

昌 

志
雄
尾
村

　寺
　
　
　
　
　
　

  

〇
一

、

円
〇
〇
〇

現金  ……………… 0円
普通預金 … 9,509,980円
郵便振込金  ……… 0円
合計  ……… 9,509,980円

翌月繰越金内訳



立正安国・お題目結縁運動（3）Vol . 13 平成27年５月23日

話
お
く
付
の
」
ン
「

お寺の工事もようやく一段落。まだまだやりたい所はあるのですが、もう先立つ物が付いてきません（笑）最後は造園屋さんに植栽や石を整えていただき、和風なお寺を演出しました。来られる皆さんに四季を感じて頂ければ幸いです。

「子供の
頃に近所

の寺で、

　　そう
言えば甘

茶をのん
だなぁ～

」

　　　　
という思

い出づく
りのお手

伝い。

れんこ
ん

日　記

なんと言う事でしょう
2015年３月３日（火）

引っ越しが終わって、次の日からさっそく一戸建て
の解体が始まった。寺の借家ではあったが、私たち

にとっては思い出の家。ここ10数年、子供達の思春期の成長を
見守った。我が家にとっては一番の激動時代を過ごした場所で
ある。小さな庭もあったので、さくらんぼやスダチ・レモン・
桃・リンゴ・タラの芽など、食べられる植木や果物を育てた。
芝生を敷いて、カブトムシやバッタ、カタツムリに鈴虫、金
魚・メダカ・カエルなど色んな昆虫や魚を飼った。大工のいと
こに造ってもらったウッドデッキに、いただ
き物の火鉢をすえて、炭火でバーベキューを
楽しんだ。犬やウサギも飼い始め、いつも家
族５人と一緒に、狭いながらも楽しい時間を
過ごした我が家でした。子供達には、勉強部
屋のひとつも与えられなかったが、その方が
教育上は良かったと考える。そんな築40年
以上の家は、壁も屋根もペラペラで、たった
３日でキレイに更地となりました。

・
人
い
強
慢
我
・
人
い
良
の
格
性
・
人
い
し
優、
は

の
顔
笑
・
人
い
な
か
つ
を
嘘
・
人
る
あ
の
慧
智

。
人
な
平
公
も
て
し
対
に
誰
・
人
な
き
て
す

。
い
な
ら
や
を
題
宿
。
い
な
し
強
勉
が
供
子

　

飯
晩
で
ま
る
や
？
す
ま
し
う
ど
ら
な
ん
さ
皆

　

ギ
強
勉
、
果
結
の
そ
？
る
せ
わ
通
へ
塾
？
き
抜ラ

イ
に
な

。

？
め
た
の
誰
は
強
勉

か
い
な
ら
や
か
る
や
。
め
た
の
身
自
供
子
う
そ

生
先
で
い
な
し
強
勉
。
と
こ
る
め
決
が
供
子
は

る
が
下
が
績
成
。
供
子
は
の
る
れ
ら
怒
に

の
も

本

校
高。
人

へ
行
け
な
く
な
る
の

あ
「は
親。
…
も

だ
る
い
て
し
に
気
を
栄
見
の
分
自
や
体
間
世
は

と
る
め
褒
。
い
さ
下
て
め
止
も
事
る
め
褒
て
し

と
こ
る
い
て
し
下
見
て
し
と
人
、
は
為
行
う
い

ご
。
け
だ
間
い
幼
は
の
る
て
育
て
め
褒
。
す
で

。
す
で
教
調
く
無
は
で
育
教
は
の
る
吊
で
美
褒

係
関
の
横
、
く
無
は
で
の
る
見
で
係
関
の
縦
を

伝
に
供
子
を
事
る
あ
が
意
用
る
け
助
も
で
つ
い

う
扱
て
し
と
間
人
の
人
一
も
供
子
。
く
お
て
え

も
で
親
は
に
域
領
の
供
子
。
す
で
切
大
が
と
こ

い
と
助
援
、
く
な
は
で
入
介
。
い
な
ら
入
ち
立

人
け
分
仕
殺
必

信
は
若

、

謗
は
若

、

ず
成
を
道
佛
に
共

場
道
比
厳
荘
　
臨
降
垂
愍
哀

願
お
の
パ
ン
カ
報
寺
、
で
号
月
正
の
回
前

　

だ
た
い
て
せ
さ
に
方
の
外
以
ん
さ
家
檀
を
い

。
た
し
ま
り
あ
が
応
反
な
ん
色
、
ろ
こ
と
た
い

ら
送
に
り
わ
代
状
賀
、
で
り
が
繋
の
匠
師

　

、
は
ら
か
人
上
お
の
阪
大
た
い
て
い
頂
て
せ

お
の
方
の
こ
。
た
し
ま
き
頂
を
紙
手
な
寧
丁

で
声
い
高
ン
カ
て
つ
か
、
は
代
総
頭
筆
の
寺

政
屋
大
の

子
さ
ん
だ

た
そ
う

て
し
そ
。
す
で

時
い
度
出
目
は
」
天
南
「、
が
史
女
屋
大
の
そ

付
つ
二
が
」
ン
「
も
」
ん
か
ん
き
「。
う
使
に

て
し
そ
。
く
つ
が
」
運
「
ら
か
る
い
て
い

美

容
に
も
運
に
も
繋
が
る
と
、毎
日
熱
湯

レ
「に

。
す
で
う
そ
た
い
で
ん
飲
て
れ
入
を
」
ン
モ

て
い
付
も
つ
二
が
」
ン
「
も
』
ん
こ
ん
れ
『「

す
で
義
意
有
て
い

」
と
、

褒
お
に
ル
ト
イ
タ

め

の
言
葉
を
頂

た
し
ま
き

。

激
感

で

は
私
。
す

こ
、
に
の
な
方
い
な
げ
上
じ
存
く
良
、
接
直

私
も
に
他
…
は
と
る
あ
が
応
反
な
寧
丁
な
ん

い
た
み
読
「、
が
方
の
員
職
体
団
い
な
ら
知
のら

も

次
「

は
い
つ

! !

か
葉
千
。

。
た
し
ま
き
頂
て
せ

く
た
も
金
助
賛
パ
ン
カ

　

お
い
難
り
有
り
ま
集
ん
さ

。
す
で
話

載
掲
を
名
芳
ご
に
こ
こ

　

代
に
礼
御
、
き
頂
て
せ
さ

。
す
ま
き
頂
て
せ
さ
え

日明上人の増圓妙道を皆で祈ります

●

照
和
田
保
久

　
　敬
良

　木
鈴

　
　●

貴
玄

　川
小

　
　恵
妙

　田
上

　

進
英

　谷
小

　
　至
慶
美
賀
加

　

廣
兼

　井
土

　
　嗣
祐

　松
小

　

章
法

　坂
野

　
　音
弘

　澤
中

　

柱
敏

　
　李

　
　英
尚

　田
吉

　
　●

員
会
助
賛
ブ
ラ
ク
ム
ア
ミ
レ
プ

巳
昌

　家
氏

　
　英
博

　田
池

　

泰
文

　藤
佐

　
　省
光

　藤
遠

　

祥
恵

　居
鳥

　
　雄
龍

　内
武

　

哉
学

　野
日

　
　崇
前

　部
仁

　

道
天

　木
三

　
　●

湘
親

　木
鈴

　
　彦
寛

　田
柴

　

運
慈

　澤
中

　
　教
恵

　居
鳥

　

永
龍

　田
吉

　
　生
能

　好
三

　
　●

諦
観

　田
辻

　
　夫
富

　尻
井

　

祐
妙

　倉
四

　
　◎
総
計
32

円
〇
〇
〇、
六
三
二

　
　
　名

中
付
受
時
随
は
パ
ン
カ
の
ら
か
外
以
ん
さ
家
檀
※

座
口
替
振
〒

  

8
1
1
0

0

7

4
1
5
0
1

。
い
さ
下
入
記
ご、
と」
金
力
協
ん
こ
ん
れ
「に
欄
信
通

」
る
れ
や
は
供
子
の
チ
ウ
「
て
し
そ
。
為
行
う

う
ど
に
頼
信
の
そ
。
題
課
の
親
は
の
る
じ
信
と

題
課
の
供
子
、
手
勝
の
供
子
、
は
か
の
る
え
答

で
ん
進
へ
前
で
力
の
分
自
が
供
子
。
す
で
の
な

。
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
か
行

と
こ
く
行
て
れ
連
に
辺
水
を
馬
た
い
渇
が
喉

　

な
来
出
は
事
る
せ
ま
飲
を
水
、
が
す
ま
来
出
は

人
本
は
の
る
え
変
を
分
自
。
す
で
じ
同
と
の
い

。
す
で
身
自

。
い
さ
下
て
し
識
意
を
感
離

起
ら
か
係
関
人
対
て
全
、
は
み
悩
の
ち
た
私

　

な
い
嫌
。
す
で
の
る
な
く
無
ば
れ
わ
変
が
分
自

長
身
は
私
。
い
良
ば
れ
な
に
き
好
が
方
貴
も
人

い
て
べ
比
と
人
、
も
の
る
い
で
ん
悩
と
い
低
が

と
こ
い
悪
が
体
自
と
こ
い
低
が
長
身
。
ら
か
る

、
は
の
る
め
し
苦
を
々
我
。
ん
せ
ま
り
あ
は
で

で
釈
解
な
的
観
主
く
な
は
で
実
事
な
的
観
客

出
が
と
こ
る
え
変
で
分
自
は
観
主
て
し
そ
。
す

も
源
の
せ
幸
、
ば
れ
え
か
い
言
。
す
で
の
る
来

れ
そ
。
す
ま
え
い
と
る
あ
に
係
関
間
人
は
て
全

世
全
。
と
こ
る
え
考
と
だ
間
仲
を
な
ん
み
、
は

と
来
未
や
去
過
、
物
生
無
、
物
生
の
て
総
の
界

と
体
同
共
命
運
、
が
て
全
た
め
含
も
間
時
う
い

。
る
す
識
意
て
し
と
間
仲
う
い

が
々
人
は
今
、
い
言
と
婆
娑
を
球
地
な
ん
そ

　

て
し
そ
。
土
穢
る
い
て
れ
汚
て
れ
み
ま
に
悩
煩

人
の
て
全
。
す
ま
い
言
と
仏
成
を
分
自
の
想
理

婆
娑
の
こ
、
き
と
た
い
づ
近
に
分
自
の
想
理
が

分
自
の
想
理
の
こ
。
す
で
の
る
わ
変
と
土
浄
が

こ
今
は
れ
そ
。
す
ま
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花壇が出来たので、門前は少し狭くなりました白像は大きいので、少し背伸びあら何かしら？甘茶どーですか～？呼び込み成功！これも仏の縁虚空会も畳敷きに土田しました回廊天井の黒杉板が緑や花を引き立てます

）
水
（
日
八
月
四

り
つ
ま
花

、
は
と
り
つ
ま
花

　

釈
・
会
仏
灌
を
名
別

も
と
ど
な
会
誕
降
尊

さ
迦
釈
お
、
れ
ば
呼

。
す
で
日
生
誕
の
ま

迦
釈
お
に
堂
御
花

　

い
て
せ
乗
に
象
い
白
、
し
り
つ
ま
お
を
仏
生
誕
の
ま
さ

入
に
腹
お
が
象
な
派
立
い
白
、
夜
る
あ
、
が
）
ま
さ
ヤ

ル
の
中
途
う
向
に
方
里
ら
か
城
ラ
ピ
カ
、
に
め
た
の
産

。
す 

歩
ど
ほ
歩
七
に
ぐ
す
、
は
ま
さ
迦
釈
お
た
で
れ
ま
生

　

と
」
尊
独
我
唯
下
天
上
天
「
て
し
指
を
と
地
と
天
、
み

て
し
激
感
が
龍
む
す
に
天
、
時
の
そ
。
た
し
ま
れ
わ
言

誕
ら
か
と
こ
の
こ
、
れ
わ
い
と
た
し
ら
降
を
雨
の
露
甘

花
と
養
供
茶
甘
で
前
門
は
日
の
こ
年
毎
、
は
で
寺
当

　

、
は
日
当
。
す
ま
い
て
い
だ
た
い
て
せ
さ
り
配
お
を
苗
の

。
た
し
で
日
命
當
祥
る
た
あ
に
忌
回
三
第
の
僧
師

？

お寺で待ってます～一緒に成仏しましょう！

サタデー
ナイト
フィ～バ～
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日蓮宗新聞を読んでますか？６月１日号には、住職の記事も掲載されます。護持会員には無料でお配りしており、会員以外の方でも２ヶ月間の無料お試し期間があります。それで良かったら購読下さい。月３回の年3,600円です。

我

此
土安
穏

天人
常充満

記
後
集
編

事
記
告
予６

・

月

日
聖
祖
開
祖
宗
）
土
（
日

７
・

月

日
聖
祖
開
祖
宗
）
月
（
日

７
・

月

日
聖
論
国
安
正
立
）
木
（
日

★

い
ど
つ
の
題
唱
！
活
復

※

は
会
行
信

、

。
迎
歓
大
者
加
参
規
新
今
だ
た

と
半
間
時
１
習
練
経
お

　

。
す
で
半
間
時
１
義
講

　

。
円
0
0
0
1
回
1
料
講
受

　

　）
日
（
日
７
月
６
・

）
日
（
日
５
月
７
・ ★

会
行
信６

・

月

　）
土
（
日

７
・

月

）
月
（
日

★

日
仕
奉
会
持
護

照
参
シ
ラ
チ ★

」
ん
こ
ん
れ
「
屋
子
寺

。
い
さ
下
席
出
は
員
役
会
持
護
･
代
総

６
・

月

　
　
　
　
　時
2
後
午
）
土
（
日

時
4
後
午
）
日
（
日
５
月
７
・ ★

議
会
営
運

庖丁人味平
れんこ

ん

日　記

2015年２月21日（土）

フランスにいる次男が、女房にラインで「MY砥石を送って欲しい」
と連絡が来た。砥石である。砥石…。フランスには無いのだろうか？

彼の砥石がいくらするのか知らないが、せいぜい1,000円ぐらいのものだろう。
砥石だけを送るのもナンナノので、カップラーメンも周りに配置し、
荷造りした。7,600円…。こんなに大金をかけてまで送る必要の
ある品物なのか？？石ですよ。重たい石。次男は頭が良いのか、
バカなのか、我が子ながら今だに良く判らない。
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①利用日の２ヶ月前から申込みを受け付け
ています。電話による予約は可能ですが、
利用当日までに、手続きと利用料金を納
入の上、許可証を受け取って下さい。
利用者の都合により申し込みを取り消さ
れた場合は、料金の返還は出来ません。
②護持会員が利用の場合は、一回につき料
金全体より1,000円を割引致します。
③エントランスは、１週間、その他は２日
間連続して利用が可能です。
④全室禁煙です。喫煙は指定の場所にてお
願いします。
⑤利用時間帯には、準備と片付けの時間も
含まれています。
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イス席
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新開地周辺
での

私的利用の
駐車は

コチラをご
利用下さい

。

ただし駐車
サービスは

出来ません
が…

エントランス

4F 和  室（36畳）

3F 会議室（40㎡）

2F 本  堂

●展示会、個展、バザーなど

●30名前後の会議、講演、
　催し物、食事会等

◎宿泊利用は人数に関係なく１泊35,000円（午後５時～翌朝９時まで）
◎布団は実費別途要。食事は利用者が手配して下さい。

●20名前後の会議、講演、
　催し物、食事会等

起塔供養。所以者何。
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場
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佛
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得
を
提
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三
藐
三
羅
多
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阿
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お
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家族の記念日は、仏さまと思い出づくり

⑥飲食の持ち込みは自由ですが、本堂利用
の場合は前もって相談願います。事務所
にはオフィスコンビニ（飲み物・お菓子）
もありますので、ご利用下さい。
⑦料金には、光熱費と駐車場利用は含まれ
ております。駐車場は先着になります。
満車の場合は近くのコインパーキングを
ご利用下さい。但しサービス券の発行は
ありません。
⑧ゴミの分別に、ご協力下さい。大量のゴミ
に関しては、事務所で事業系ゴミ袋をお
買い求め下さい。
⑨慶弔時の席料は別に定めます。
⑩備品を壊した場合には、修理代の実費を
申し受けます。

★注意事項

４階は
座敷

宿泊も
出来るっ

ス！４階は
座敷

宿泊も
出来るっ

ス！

外から
入りや
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す
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し
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、
は
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し
詳

諸佛ここにおいて法輪を轉ず。

◎基本料金………10,000円
◎夜間料金（４時間）3,000円
※１日単位の利用になります。

◎基本料金…………1,500円
◎夜間料金…………2,000円
※１時間単位の利用になります。

◎基本料金…………1,500円
◎夜間料金…………2,500円
※１時間単位の利用になります。

⑪営業目的・物品販売を行う場合は、必ず
前もって申込時に相談願います。
⑫利用当日に、お寺で葬儀を行う場合があ
りますが、予約の部屋の使用は可能です。
⑬上記以外の事柄についても不明瞭な点が
あれば、事務所にお尋ね下さい。

●貸出備品
　ワイヤレスマイク・プロジェクター・
　スクリーン・講演台
　※会議室と和室には、ポットと湯飲みやグ
ラス・冷蔵庫・テレビを常設しています。

マレに無い物は、ご寄付を受付けます。笑

堺
　
参
団
会
院
寺
戸
神
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特別ナビゲーター 名引師

岡部日
聡貫首
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　最近は、法事も簡素化が進んで、家族だけで自宅を使用される方が増
えています。良く耳にするのが、「ウチは私と子供だけだから…」「親戚
は呼ばないから…」「お寺に迷惑をかけるから」とヘンに遠慮してお寺
を避ける方がおられるようです。全く違います！！遠慮なさらずに、是
非ともお寺を使って頂きたいと思うのです。
　たとえお参りの方が、１人であっても構いません。法事を営むのに、
出席者の人数は全く関係ないのです。
　法事の目的は亡き故人に追善の法味を捧げる事ですから、法華経の世
界をより具体的に再現されたご本尊や諸仏の前で、お題目を唱えること
が一番有り難いのです。どんなに信仰深い檀家さんの仏壇でもお寺の本
堂の方が、遙かにお経の功徳が積み重ねられています。
　そんなパワースポット道場を利用しない手立ては、ありません。
　さらに、ウチのお寺は、交通至便、駐車場はある。人数も入れる。食
事もイス席と和室と選べる上、持ち込み何でも自由。冷蔵庫も完備。宿
泊だって可能です。湯呑みやグラスお茶の葉…お寺に無い物は無い！と
言って良いほど、設備も充実しています。（マレに無い物もあるかもし
れません。一応ね。byヨーコ）その上、今はリニューアルしてピカピカです。
申し分なし。暖房も完備で「暖かいんだから～♪」
　法事ならば、お花や供物の手配、供膳も女房が作
らせて頂いておりますので、持ち物は、位牌と数珠
だけでＯＫ。遺影があれば、もっと雰囲気がでます。
　欠点は、お茶や飲み物のサービス、片付け等は自
分達でしなければならないという一点のみ。しかし
それでも会館を利用するより、かなり安く抑えられ
るはずです。今は葬儀も会館で行うのが主流になっ
ていますが、是非とも皆さんのご寄付で建てられた
お寺を活用頂きたいと思います。
　結婚式も宮参りも七五三も相談に乗りますよ～。
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…ガランガランガラン♪」
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